
か
な
る
は
だ
燭
り
が
私
逹
に
は
た
ま
ら
ぬ
程
懐
か
し
い
。
手
軽
な
る
油
絡
具

は
表
現
慾
強
き
複
雑
な
る
近
代
の
心
理

に
適
應
し
て
、
水
箱
具
の
テ
ソ
ペ
ラ

は
イ
タ
リ
ー
に
も
千
五
百
年
代
に
は
押
し
の
け
ら
れ
、
歌
州
縮
聾
は
一
般
に

つ

や光
澤
光
り
す
る
て
ら
て
ら
し
た
油
霊
の
甕
面
に
な
っ
て
了
っ
た
。
水
縮
具
の

に
じ
み
沈
ん
だ
は
だ
と
さ
び
と
を
今
も
な
ほ
愛
す
る
日
本
人
こ
そ
、
欧
洲
に

フ
レ
ス
コ

す
た
れ
た
テ

ソ
ペ
ラ
と
そ
れ
の
兄
弟
で
あ
る
壁
盟
の
技
巧
値
統
を
、
あ
る
ひ

は
少
く
と
も
そ
の
氣
分
を
正
営
に
感
受
し
得
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
私

プ
リ
マ
ペ
ラ

は
高
蒔
綸
の
や
う
な
ボ
チ
チ
ヱ
リ
の
「
春
」
の
縮
の
花
の
か
き
方
を
見
な
が

ら
、
さ
う
思
っ
た
。
ま
た
。ヒ
ヱ
ロ

、
デ
ラ
、
フ
ラ
ソ
チ
ヱ
ス
カ
の
組
を
見
な

が
ら
、
こ
れ
こ
そ
古
土
佐
の
巻
物
の
趣
味
上
の
貴
族
の
味
を
大
き
く
行
っ
た

〔象〕

も
の
だ
と
思
っ
た
。
私
は
日
本
の
盟
か
き
が
。ハ
リ
ー
ヘ
行
っ
て
、
印
衆
派
以

後
の
色
の
多
い
油
箱
を
習
つ
て
蹄
る
ば
か
り
で
な
く
、
少
し
は
静
か
な
イ
タ

、、

リ
ー
の
山
の
町
に
で
も
こ
も
つ
て
、
テ
ン
ペ
ラ
の
純
ぽ
く
沈
重
な
る
味
に
打

ち
込
む
者
が
あ
っ
て
い
い
と
思
ふ
。
厚
板
の
上
に
丹
念
な
る
下

塗

り

を

し

、、

て
、
そ
し
て
金
ば
く
を
張
り
、
あ
る
ひ
は
盛
上
げ
を
し
て
、
そ
し
て
筆
を
つ

、
、
、
ヽ

チェ
ソ〔亜力〕
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し
み
愛
し
て
、
せ
ん
さ
い
に
か
く
、
か
け
ば
色
は
下
塗
り
の
白
壼
に
沈
み

込
ん
で
、
し
つ
と
り
と
薄
霞
む
か
の
や
う
な
遠
い
氣
持
の
出
る
テ
ン

ペ
ラ
證

の
古
法
が
日
本
に
ま
る
で
博
は
つ
て
な
い
が
故

に
、
胴
家
は
ひ
た
む
き
に
油

甕
に
赴
く
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③

長
谷
川
路
可
の
留
学

長
谷
川
路
可
（
本
名
龍
一―
-
）
は
大
正
十
年
三
月
本
校
日
本
画
科
卒
業
後
直
ち

に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
私
費
留
学
。
主
に

フ
レ
ス
コ
を
学
び
、
ベ
ル
リ
ン
中
央
ア
ジ

ア
探
険
隊
採
集
壁
画
の
模
写
に
従
事
し
た
。
留
学
に
際
し
、
本
校
は
「
仏
閾
西
国

④
 
戸
部
隆
吉
死
去

戸部陸吉

及
英
吉
利
国
滞
在
中
東
洋
古
画
ノ
調
査
ヲ
嘱
託
」
し
た
（
「豆
豆
職
員
関
係
書
類

庶
掛
）
。

務

大
正
十
年
三
月
二
十
五
日
、
東
洋
美
術
史
授
業
担
当
助
教
授
戸
部
隆
吉
（
号

隆
古
）
が
死
去
し
た
。
仏
教
美
術
史
研
究
に
没
頭
し
、
業
半
ば
で
あ
っ
た
た

め
、
夭
折
を
惜
し
む
声
が
高
か
っ
た
。
月
報
第
二
十
巻
第
一
号
に
追
悼
記
事
と

肖
像
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
略
歴
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
洋
画
家

に
な
る
つ
も
り
で
上
京
し
て
和
田
英
作
の
も
と
に
寄
寓
し
、
ま
た
、
白
井
雨
山

宅
に
も
出
入
り
し
た
り
し
て
明
治
三
十
九
年
四
月
本
校
日
本
画
科
に
入
学
、
四

十
四
年
三
月
卒
業
し
た
。
在
校
中
は
結
城
素
明
宅
へ
熱
生
同
様
に
足
繁
く
通

い
、
素
明
を
介
し
て
柴
崎
恒
信
、
平
子
鐸
嶺
ら
と
知
り
合
い
、
ま
た
、
素
明
の

友
人
加
藤
咄
堂
が
主
幹
を
つ
と
め
る
『
新
修
捉
』
や
高
島
米
峰
ら
の
同
人
雑
誌

『
新
仏
教
』
の
挿
絵
を
描
い
た
。
本
学
芸
術
資
料
館
に
は
卒
業
制
作
「
枇
杷
と

蕗
の
裳
」
（
本
喜
第
二
巻
口
絵
参
照
）
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
画
オ
も
豊
か
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
卒
業
後
暫
く
の
間
、
平
福
百
穂
の
下
宿
に
寄
宿
し
、

の
ち
に
百
穂
の
紹
介
で
『
秋

田
魁
新
聞
』
そ
の
他
に
挿
絵

を
寄
稿
し
た
。
明
治
四
十
四

年
七
月
青
森
県
立
弘
前
中
学

校
教
諭
と
な
り
、
次
い
で
大

正
二
年
九
月
よ
り
同
五
年
一

月
ま
で

三
重
県
立
第
一＝
中
学

校
教
諭
を
つ
と
め
た
後
、
東
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